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量子コンピュータ上で実行されるランダム量子回路は量子超越性やブラックホール理	

論、量子暗号などの様々な分野に応用できることが知られている。理想的なランダム量	

子回路は	Haar	測度から生成したユニタリ行列を量子回路とすることで実現できるが、	

実行に指数時間かかることがわかっている。多項式時間で実行するためには	Haar	測度	

の特性を近似した	t-design	という分布を用いる方法が存在する。ただし、量子コンピ	

ュータは外的要因の影響を受けやすく正しく計算が行われたか定かでないため、回路の	

性能評価を行うことが重要である。特に、ランダム量子回路の場合はランダム性も相ま	

って性能評価が困難である。そこで、私たちはランダム量子回路の性能評価についての	

研究を行っている。具体的には、Haar	測度の近似度合いを変更して異なる性能を持つ	

ランダム量子回路のシミュレーションを行い、機械学習を用いて性能差を見分けるため	

の実験を行っている。		
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